
「
サ
ン
カ
ラ
ン
コ
ー
ビ
ル
仏
舎
利
塔
落
慶
大
法
要
ご
案
内
」 

 

 

一
、
時 

 

２
０
２
５
年
２
月
２
１
日 

一
、
所 

 
日
本
山
妙
法
寺
サ
ン
カ
ラ
ン
コ
ー
ビ
ル
道
場 

印
度
国
タ
ミ
ル
ナ
ー
ド
ゥ
州 

一
、
人 

 
日
本
山
妙
法
寺
一
門
四
衆 

一
、
法 

 

サ
ン
カ
ラ
ン
コ
ー
ビ
ル
仏
舎
利
塔
落
慶
大
法
要 

 

  

南
無
妙
法
蓮
華
経 

 

合
掌 

  

い
に
し
え
に
天
竺
国
と
呼
ば
れ
た
印
度
。
そ
の
南
部
に
は
ド
ラ
ビ
ダ
族
・
つ
ま
り
タ
ミ
ル
人
が
住

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
南
天
竺
に
は
、
そ
の
昔
、
龍
樹
菩
薩
が
出
ら
れ
て
大
乗
仏
教
を
弘
め
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
漸
く
仏
教
は
滅
び
去
り
、
今
で
は
か
き
消
す
よ
う
に
仏
教
徒
も
居
な
く
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
こ
に
又
、
再
び
「
日
本
の
仏
法
」「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
が
復
興
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 

サ
ン
カ
ラ
ン
コ
ー
ビ
ル
は
印
度
大
陸
最
南
端
の
聖
地
カ
ニ
ャ
ク
マ
リ
と
、
往
時
パ
ン
デ
ィ
ア
ン
王

朝
の
都
で
あ
っ
た
マ
ド
ラ
イ
市
と
の
ち
ょ
う
ど
中
間
に
位
置
し
ま
す
。
２
４
年
前
に
地
元
の
篤
志

家
・
Ｍ
・
ム
ッ
タ
イ
ア
氏
か
ら
宝
土
の
寄
進
を
受
け
、
世
界
平
和
を
祈
る
御
仏
舎
利
塔
の
建
立
工
事

が
無
一
文
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
以
来
４
半
世
紀
、
石
や
レ
ン
ガ
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
自
ら
の
手
で
営
々

と
積
ん
で
参
り
ま
し
た
。
そ
の
間
地
元
の
タ
ミ
ル
の
人
々
の
奉
仕
・
協
力
を
得
て
、
今
や
っ
と
４
０

メ
ー
ト
ル
の
大
塔
が
地
を
割
っ
て
湧
き
出
る
が
如
く
沖
天
高
く
聳
え
立
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
因
縁
を
探
る
な
ら
ば
、
今
か
ら
四
十
年
前
の
１
９
８
４
年
、
正
に
恩
師
・
藤
井
日
達
聖
人
様

御
遷
化
の
直
前
、
三
カ
月
前
に
不
思
議
と
し
て
突
然
タ
ミ
ル
人
か
ら
「
カ
ニ
ャ
ク
マ
リ
に
仏
舎
利
塔

を
」
と
い
う
建
議
が
手
紙
で
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。
御
師
匠
様
は
即
座
に
そ
れ
を
受
け
入
れ
ら
れ
ま

し
た
。 

 

そ
の
手
紙
の
御
返
事
に
曰
く
、 

 

「
印
度
コ
モ
リ
ン
岬
の
宝
塔
建
立
の
こ
と
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
か
ね
て
よ
り
南
印
度
の
開
教
を
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
教
化
の
手
が
行
き
届
か
ぬ
状
態
で

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
際
コ
モ
リ
ン
岬
に
御
弟
子
を
派
遣
し
て
御
仏
舎
利
塔
建
立
工
事
に
取
り
掛
か
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
又
そ
の
責
任
を
負
い
ま
す
。
此
の
事
は
ス
リ
ラ
ン
カ
の
民
族
紛
争
を
鎮
め

る
原
因
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
南
印
度
は
龍
樹
菩
薩
が
出
現
し
、
仏
教
繁

盛
の
源
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
―
―
―
― 

こ
の
中
で
昔
仏
教
、
特
に
大
乗
仏
教
の
最
初
の
門
を

開
い
て
く
れ
た
南
印
度
全
体
に
誠
に
よ
く
仏
教
復
興
の
志
を
起
こ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
―
―-

―

-

さ
し
当
た
っ
て
今
す
ぐ
ス
リ
ラ
ン
カ
か
ら
一
人
コ
モ
リ
ン
岬
宝
塔
に
着
手
す
る
御
弟
子
を
派
遣
し

ま
す
。
そ
の
名
を
石
谷
政
雄
上
人
と
申
し
ま
す
。」 

 

以
上 

 
 



時
あ
た
か
も
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
民
族
紛
争
が
激
し
く
な
り
、
我
々
日
本
山
の
出
家
は
平
和
を
祈

っ
て
ス
リ
ラ
ン
カ
国
中
を
巡
礼
し
ま
し
た
。
そ
し
て
行
進
は
最
後
、
紛
争
の
中
心
地
・
少
数
派
タ
ミ

ル
人
の
首
都
ジ
ャ
フ
ナ
に
到
着
し
て
終
わ
り
ま
し
た
。
私
は
一
人
留
ま
っ
て
対
立
す
る
シ
ン
ハ
ラ
・

タ
ミ
ル
双
方
に
殺
し
合
い
を
止
め
て
貰
う
よ
う
祈
り
ま
し
た
。
こ
の
御
祈
念
は
も
は
や
命
を
捨
て
る

と
こ
ろ
に
行
き
着
く
は
ず
の
も
の
で
し
た
が
、
そ
の
時
、
南
印
度
開
教
の
御
指
示
が
届
い
た
の
で
し

た
。 

 

私
が
南
印
度
へ
出
た
後
、
共
に
ス
リ
ラ
ン
カ
で
ご
修
行
さ
れ
て
お
ら
れ
た
横
塚
信
行
御
上
人
様
は
、

か
の
地
で
誰
か
が
ご
祈
念
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
こ
よ
な
く
愛
す
る
ス
リ
ラ
ン
カ
の
立
正

安
国
の
た
め
に
命
を
浄
ら
か
に
捧
げ
る
決
定
を
さ
れ
、
ひ
と
り
争
乱
の
地
・
ジ
ャ
フ
ナ
に
入
っ
て
行

か
れ
ま
し
た
。 

平
和
祈
念
の
途
上
、
暴
漢
に
ピ
ス
ト
ル
を
向
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
深
々
と
頭
を
下
げ
て
そ
の
者
の

仏
性
を
礼
拝
し
ま
し
た
。
そ
の
時
銃
は
炸
裂
し
、
横
塚
御
上
人
様
の
脳
天
を
撃
ち
抜
き
ま
し
た
。 

「
我
不
愛
身
命
」「
身
軽
法
重
」
と
日
頃
教
え
ら
れ
て
来
て
お
り
ま
す
が
、
い
ざ
と
い
う
時
そ
の
場

に
立
っ
た
者
は
あ
り
ま
せ
ん
。
横
塚
御
上
人
様
の
死
は
、
菩
薩
と
し
て
生
を
受
け
た
者
に
し
か
成
し

遂
げ
ら
れ
な
い
、
痛
ま
し
く
も
尊
い
御
法
難
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
命
を
奪
わ
れ
た
か
ら
と
い

っ
て
暴
力
に
負
け
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
非
暴
力
・
精
神
力
の
全
き
勝
利
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

こ
の
よ
う
な
重
い
背
景
を
持
っ
て
臨
ん
だ
南
印
度
開
教
で
あ
り
ま
し
た
が
、
私
の
不
徳
に
し
て
非

力
ゆ
え
、
は
か
ば
か
し
い
進
展
も
せ
ず
今
日
を
迎
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
仏
天
の
御
計
ら

い
、
お
師
匠
様
の
お
守
り
を
蒙
っ
た
も
の
か
、
今
、
ひ
と
つ
の
宝
塔
が
い
ざ
地
上
に
姿
を
現
し
ま
す

と
、
仏
教
徒
で
も
な
い
人
々
が
宗
教
・
宗
派
を
超
え
、
連
日
、
遠
近
か
ら
大
勢
詰
め
掛
け
て
仏
様
の

塔
を
拝
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
仏
様
の
威
神
力
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。 

本
家
・
印
度
タ
ミ
ル
の
地
に
、
宝
土
の
提
供
も
タ
ミ
ル
人
、
協
力
も
タ
ミ
ル
人
に
依
る
宝
塔
が
出

来
上
が
り
、
そ
し
て
そ
れ
を
タ
ミ
ル
の
人
々
が
こ
ぞ
っ
て
拝
ん
で
い
る
訳
で
す
。
こ
の
事
実
は
必
ず

や
ス
リ
ラ
ン
カ
タ
ミ
ル
の
人
々
に
も
伝
わ
っ
て
、
い
つ
の
日
か
シ
ン
ハ
ラ
族
・
タ
ミ
ル
族
が
一
緒
に

仏
様
の
塔
を
拝
む
よ
う
に
な
り
、
通
一
仏
土
と
成
っ
て
、
こ
の
塔
が
争
い
を
除
く
平
和
の
根
源
と
な

る
も
の
と
信
じ
ま
す
。 

 

こ
こ
ま
で
来
ら
れ
ま
し
た
の
も
、
ま
た
多
く
の
皆
々
様
が
心
を
寄
せ
、
支
え
、
助
け
て
く
だ
さ
っ

た
賜
物
で
あ
り
ま
す
。 

 

つ
い
に
サ
ン
カ
ラ
ン
コ
ー
ビ
ル
仏
舎
利
塔
落
慶
大
法
要
を
厳
修
す
る
段
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
か

ら
、
世
界
か
ら
、
皆
々
様
の
多
く
に
御
来
詣
賜
り
、
世
界
平
和
の
道
は
こ
こ
に
有
り
と
世
に
示
す
こ

と
が
出
来
ま
す
な
ら
大
慶
至
極
に
存
じ
ま
す
。
タ
ミ
ル
の
人
々
と
共
に
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

合
掌 

日
本
山
妙
法
寺
南
天
竺
サ
ン
カ
ラ
ン
コ
ー
ビ
ル
道
場 

 

石
谷
政
雄 

各
位
様 

  



 
「
行
事
予
定
案
内
」 

 

一
、
二
月
十
二
日 

（
水
） 

平
和
巡
礼
マ
ド
ラ
イ
出
発
（
十
七
日
サ
ン
カ
ラ
ン
コ
ー
ビ
ル
到
着
） 

一
、
二
月
二
十
日 

（
木
） 

前
夜
祭 

午
後
十
六
時
―
十
八
時
半 

一
、
二
月
二
十
一
日
（
金
） 

サ
ン
カ
ラ
ン
コ
ー
ビ
ル
仏
舎
利
塔
落
慶
大
法
要 

 

一
、
二
月
二
十
二
日
（
土
） 

カ
ニ
ャ
ク
マ
リ
暁
天
参
拝
・
カ
ニ
ャ
ク
マ
リ
仏
舎
利
塔
定
礎
式 

 

 

 

◎ 

マ
ド
ラ
イ
か
ら
サ
ン
カ
ラ
ン
コ
ー
ビ
ル
へ 

●
普
通
列
車S

e
n

g
k

o
tta

i

行
き
毎
日
三
便 

・
バ
ス
も
多
数 

●
マ
ド
ラ
イ
空
港
か
ら
百
二
十
Ｋ
Ｍ
・
車
で
２
時
間
半 

◎ 

チ
ェ
ン
ナ
イ
か
ら
サ
ン
カ
ラ
ン
コ
ー
ビ
ル
へ 

 
 
 
 
 
 
 

●
夜
行
列
車p

o
th

ig
a

i e
x
p

. 

毎
日 

二
十
時
四
十
分
発
・
夜
行
バ
ス
も
あ
り 

 

○
日
本
山
妙
法
寺
サ
ン
カ
ラ
ン
コ
ー
ビ
ル
道
場 

住
所 

 

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｎ
Ｍ
Ｙ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
Ｊ
Ｉ
・
Ｂ
Ｕ
Ｄ
Ｄ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｔ 

Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｌ
Ｅ 

Ｖ
ｅ
ｅ
ｒ
ｉ
ｒ
ｕ
ｐ
ｐ
ｕ
，
Ｓ
ａ
ｎ
ｋ
ｒ
ａ
ｒ
ａ
ｎ
ｋ
ｏ
ｖ
ｉ
ｌ 

６
２
７
７
５
６
， 

Ｔ
ｅ
ｎ
ｋ
ａ
ｓ
ｉ 

Ｄ
ｉ
ｓ
ｔ
．，
Ｔ
ａ
ｍ
ｉ
ｌ
ｎ
ａ
ｄ
ｕ
，
Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ａ 

 

 

 

○ 

問
い
合
わ
せ
先 

日
本 

（
〇
六
）
六
三
五
四-

三
〇
一
一
（
ト
ラ
ベ
ル
・
ミ
ト
ラ
・
ジ
ャ
パ
ン
） 

 
 
 
 
 
 
 

イ
ン
ド 

九
一-

九
四
八
七
三
四
九
九
九
七 

（
木
村
） 

 

ｎ
ｉ
ｐ
ｐ
ｏ
ｎ
ｚ
ａ
ｎ
ｍ
ｙ
ｏ
ｈ
ｏ
ｊ
ｉ
．
ｔ
ａ
ｍ
ｉ
ｌ
ｎ
ａ
ｄ
ｕ
＠
ｇ
ｍ
ａ
ｉ
ｌ
．
ｃ
ｏ
ｍ 

 

  

ト
ラ
ベ
ル
・
ミ
ト
ラ
・
ジ
ャ
パ
ン
よ
り
の
御
案
内 

同
封
の
日
程
（「
二
月
一
八
日
～
二
月
二
三
日
」
六
日
間
）
に
よ
る
団
参
で
は
な
く
、
右
記
の

平
和
巡
礼
に
御
参
加
の
方
、
お
よ
び
個
人
的
に
「
サ
ン
カ
ラ
ン
コ
ー
ビ
ル
仏
舎
利
塔
落
慶
大
法
要
」

に
御
参
列
頂
け
る
方
は
、
別
便
に
て
資
料
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
御
連
絡
を
お
待
ち
し
て
居
り

ま
す
。 

御
連
絡
は
、
お
電
話
（0

6
-6

3
5

4
-3

0
1
1

）
又
は
次
の
メ
ー
ル
に
て
お
願
い
致
し
ま
す
。 
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